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ほっかいどう未来チャレンジ基金の最新情報をお届け！
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北海道に貢献する意欲のある若者の海外挑戦を、官民一体で応援する「ほっかいどう未来チャレンジ基金」の

旬な情報をお届けします！４月から第２期生の募集を開始。第１期生は現在７名が帰国し３名が留学中。

中川 竣貴 さん（北海学園大学）ﾏﾚｰｼｱ、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、UAE
～ハラール食の現地調査で道内企業と海外の架け橋に～

ハラールについて学ぶためマレーシア等３カ国へ８月か

ら６か月間の留学。

2月は、マレーシアの食品メーカー、レストランなど企
業訪問とインターンシップを行いました。

インターンシップでは、店頭の販売スタッフとして消費

者に直接接し、ハラール認証の有無に関わらず、豚やアル

コールを使用していないことを効果的に情報伝達するため

の工夫が必要であることを学びました。

福沢 大貴 さん（北星学園大学） イギリス
～アイヌ文様を発信しアイヌファッションの逆輸入を～

ファッションを通して、アイヌ文様を世界に発信し、逆

輸入することを目指して、９月から５か月間の留学。

2月は、アイヌ文様を活かしたファッションの個人展示
会を実現。ＰＲが不足していたもののマネキンや会場借用

など展示会準備を独力で行い、当日は約20人が来場。

また、ファッションデザイン学部の教授からは、予想を

超える出来映えに高評価を得るとともに、スタイリストに

も向いていると、新たな可能性を見出されました。

学生留学コース

第２期生募集開始

ほっかいどう未来チャレンジ基金の第2期生について、4月
2日から募集を開始！

新年度は、学生留学コースの留学上限期間を6か月から12か月
に延長したほか、面接1次審査を最寄りの振興局で受験できるよ
う見直しました。

募集要項、申請書類等は当基金公式ホームページからダウン

ロード可能です。

［応募期間］

・学生留学コース 4/2～4/20 ※所属大学に〆切を確認してください。
・その他３コース 4/2～4/27

社会貢献の取組を通じた寄附の申し出をいただきました

北海道150年関連事業の一環として、日糧製パン㈱、アサヒビール㈱から商品販売と連携した基金への寄付の申し出をい
ただきました。企業・団体の社会貢献の取組を通じ、売り上げなどの一部をご寄付いただくとともに、店頭広告などにより、

当基金への応援を広くＰＲしていただけるこうした応援方法を広げていきたいと考えています。

日糧製パン㈱

自社主力商品「ラブラブサンド」シリーズ全品の販売と連携した基金への寄附を行います。

4～6月（3ヶ月）の販売１個につき1円を基金に寄附いただきます。

アサヒビール㈱

北海道限定新商品「ブラックニッカ ハイボール香る夜」（4/3発売）の販売と連携した
基金への寄附を行います。

6～8月（3ヶ月）の販売1本につき1円を基金の「スポーツコース」に寄附いただきます。

支
援
内
容

滞在費(定額） 12 or 16万円/月
(派遣先地域により変動)

往復渡航費(定額) 10 or 20万円
(派遣先地域により変動)

授業料、研修費、入学金等 上限30万円

国際的大会等参加経費
(参加費、宿泊費、交通運賃等)

実費

コース 学生留学
スポーツ・

文化芸術・未来の匠

支援対象
道内大学等に在籍す

る18～30歳の学生
道内在住の18～39歳

支援期間 3～12か月



応援パートナーの皆様 （平成30年３月現在・敬称略）

北海道総合政策部政策局総合教育推進室

TEL : 011-206-7380（直通） FAX : 011-232-6313
E-mail : mirai.jinzai@pref.hokkaido.lg.jp
ホームページ: http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sky/mirai-jinzai.htm

みらチャレ

第1期生のチャレンジ風景
をお届けします。

古本募金による寄附を受け付けています。
応援パートナー「NORTH CREATE」様のご協力により、ご家庭や会社で不要になった本等を寄附することで、その査定額

全額が基金に寄附され、若者の支援に繋がる「古本募金ハピぼん」の取組を行っています。

個人での参加はもちろん、企業単位での参加も可能ですので、ハピぼんホームページをご覧いただくか、基金事務局までご

一報ください。（これまでの寄附 350人の方から2,629冊）

有末 真哉 遠藤 光二 武田 孝（拓殖工業(株)代表取締役会長） 船津 秀樹 その他匿名希望の個人・企業２者

未来の匠コース

西野 留以 さん アメリカ（カリフォルニア州）

～ダンスを通して北海道を明るく元気に～

世界の様々なジャンルのダンスやスタジオ･ステージ構成

を学ぶため、1月から３か月の研修中。

レッスンでは、センターに選抜されたり、ロサンゼルス

での仕事を紹介（就労ビザがないため断念）されたりと高

い評価を得ています。

また、様々なダンススタジオでのレッスン受講や舞台見

学を行いダンスの勉強を深めています。

文化芸術コース

スポーツコース

齊藤 雄大 さん アメリカ（テキサス州・アラバマ州）

～先進地に学び、道内に障がい者スポーツの拠点を～

障がい者スポーツ先進国で８月から１年間研修中。

2月は、世界的に有名な選手やカナダナショナルチームが
参加するハイレベルなアメリカ車椅子バスケットボールの

大会やアイススレッジホッケーの練習を視察。

アラバマ大学では、昨年完成した専用施設を見学。観客

席やトレーニングルーム、フードブースなど施設の充実ぶ

りに日本との環境の違いを感じています。

廣田 修平 さん アメリカ（オレゴン州）

～先進のジュニア育成方法を学び、道産子オリンピアンを～

体操競技のジュニア育成システムの先進地で11月末から

４か月の研修。

2月は、ジュニア体操競技会の視察や運営に携わりながら、
選手や審判員、コーチとの人脈を広げました。

また、航空博物館内で初開催された体操競技会を視察し、

1000人以上の集客につなげた資金調達戦略について刺激を
受けました。

山 あずさ さん ニュージーランド（ハミルトン）

～本場でラグビーを学び、道内女子ラグビーの発展に貢献～

ラグビーの本場で11月から１年間、強豪クラブで自らプ

レーしながらコーチングを修得中。

2月は15人制ラグビーのプレシーズンが始動。プレイング
コーチの姿を見て、今後、自分の目指すべき指導者として

の姿を考え、日々学びを深めています。

また、語学学校では、外国人の友人に日本や北海道につ

いて話す機会を得、友人の輪を広げています。


